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(54)【発明の名称】 カラー液晶表示装置およびその製造方法

(57)【要約】
【課題】  カラー液晶表示装置の表示ザラツキ感や光抜
けを防止し表示品質と歩留まりを向上させると同時に、
製造コストを低減する。
【解決手段】  カラーフィルタ表面の平坦化膜中にスペ
ーサを配置する。したがって、予め平坦化膜材料である
透明性高分子樹脂中にスペーサを混合分散させておき、
この材料を用いて平坦化膜を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板上に形成されたカラーフィルタと、
前記カラーフィルタ上に形成された平坦化膜と、
前記平坦化膜内に分散して設けられたスペーサと、
前記平坦化膜上に設けられた電極と、
前記電極と液晶層を介して対向する対向電極が設けられ
た対向基板と、を備えることを特徴とするカラー液晶表
示装置。
【請求項２】  前記平坦化膜が透明性高分子樹脂から成
ることを特徴とする請求項1に記載のカラー液晶表示装
置。
【請求項３】  前記スペーサが球状高分子樹脂から成る
ことを特徴とする請求項1に記載のカラー液晶表示装
置。
【請求項４】  前記スペーサが黒色球状高分子樹脂から
成ることを特徴とする請求項1に記載のカラー液晶表示
装置。
【請求項５】  基板上にカラーフィルタを形成する工程
と、
スペーサが混合分散された平坦化膜材料を前記カラーフ
ィルタ上に設け、前記カラーフィルタ上にスペ―サを含
んだ平坦化膜を形成する工程と、
前記平坦化膜上に電極を形成する工程と、
対向電極を有する対向基板と前記基板をシール材により
一定の間隙をもって接合する工程と、
前記間隙に液晶を注入する工程と、を備えることを特徴
とするカラー液晶表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、好適なカラー液晶
表示装置およびその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】図２に従来のカラー液晶表示装置の断面
図を示す。カラー液晶表示素子を構成する一対のガラス
基板1の一方には、カラーフィルタ３Ｒ、３Ｇ、３Ｂが
配置され、これらの間にはブラックマトリックス４が設
けられている。このように構成されたガラス基板を以下
カラーフィルタ基板と称す。このカラーフィルタ基板の
表面には、表面を平坦化する平坦化膜５が形成され、そ
の上で透明電極２が設けられる。一方、カラーフィルタ
基板と対向するガラス基板にもその表面には透明電極２
が形成されている。これら一対の基板は、粒径が整えら
れた微小なスペーサ６により均一な間隙（以下セルギャ
ップと呼ぶ）に保たれ、このセルギャップに液晶８が充
填されている。通常はシール材７の中にもセルギャップ
を制御するスペーサ補助材が混入されており、スペーサ
６とこのスペーサ補助材の両方によりセルギャップの制
御を行っている。
【０００３】スペーサ６は所望の液晶層の厚みに応じて
適切な粒径が選択され、通常は前記一対のガラス基板１
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のいずれか一方の表面に均一な分布が得られるように散
布する。散布の方法は、アルコールや水の混合溶液にス
ペーサ６を超音波等で均一に混合した溶液をスプレー噴
射し、溶媒を蒸発させてスペーサだけを散布させる湿式
方式等が行われている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】前述したように、従来
のスペーサ６の機能は液晶層８の厚みを均一に制御する
ことにある。スペーサは液晶層内に存在している。換言
すると、スペーサ６がある部分は液晶８が存在しない。
そのため、スペーサが存在する部分は表示機能を持たな
い。ただし、スペーサ６の粒径は通常直径５μｍ程度と
極微小であるために、均一に分散されていれば目視で確
認することは困難であり、表示品質を低下させることは
ない。しかしながら、スペーサ６をスプレー噴射させる
際にそのいくつかが凝集して固まりになることがあっ
た。さらに、セルギャップに液晶８を真空注入する工程
において、液晶８の流れに押されて一つ一つ独立して存
在していたスペーサ６が凝集し、不均一な分布になって
しまうということがあった。このようにスペーサ６が凝
集してしまうと、液晶８が存在しない面積が拡大して目
視で確認が可能なレベルの表示欠陥が発生し、カラー液
晶表示装置を不良にしてしまう。
【０００５】また、スペーサ６は高分子樹脂を原料とし
て製造される球状粒子であるが、この高分子樹脂には透
明性があるため光漏れの原因にもなっていた。さらに、
スペーサ６の部分には液晶８が存在しないため、液晶８
が存在している部分との光学的状態が異なってしまい、
表示画面にザラツキ感を与える等の表示品質低下の原因
にもなっていた。
【０００６】そこで、上述の問題点を技術的に解決する
構造およびその手法の出現が望まれていた。
【０００７】
【課題を解決するための手段】そこで、この発明は下記
のような構成上の特徴を有する。
【０００８】本発明におけるカラー液晶表示装置は、カ
ラーフィルタ表面の平坦化を行う平坦化膜を形成するた
めの材料に予めスペーサを混合分散させておき、平坦化
膜を形成する際、同時にスペーサが平坦化膜とともに平
坦化膜中に形成される構成にしたものである。
【０００９】このような構成により、スペーサはカラー
液晶表示装置の全平面内に均一に分布するとともに、平
坦化膜の中にスペーサが固定化されるので、注入時の液
晶の流れる力によって移動することもない。
【００１０】通常、平坦化膜はその原料である透明性高
分子樹脂をカラーフィルタ上にスピナーで均一塗布して
いる。また、スペーサは、高分子樹脂で形成された均一
な粒径に整えられた球状粒子を使用する。球状粒子は、
直方体粒子や不規則形状粒子に比べて平坦化膜材料の中
で均一に混合分散しやすく、また、スピナーでの塗布で
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も凝集しにくい効果をもっている。
【００１１】また、好ましくはスペーサ材料の前記高分
子樹脂のなかに予め黒色顔料を混合させたブラックスペ
ーサを用いると良い。このようにすればスペーサ自体か
らの光の漏れが防止でき、液晶表示装置の画質低下を抑
制できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下に本発明のカラー液晶表示装
置およびその製造方法について説明する。
【００１３】本発明のカラー液晶表示装置においては、
カラーフィルタ表面の平坦化膜中にスペーサを配置す
る。すなわち、予め平坦化膜材料である透明性高分子樹
脂中にスペーサを混合分散させておき、この材料を用い
て平坦化膜を形成する。この平坦化膜の材料として通常
は透明性の高分子樹脂が用いられる。
【００１４】また、スペーサの材料としても通常高分子
樹脂が用いられる。好ましくは、スペーサの形状は球状
にするのが良い。このようにすると平坦化膜材料である
透明性高分子樹脂中において均一に分散しやすく、平坦
化膜塗布工程でのスピナーにおいても凝集しにくい。
【００１５】また、好ましくはスペーサの材料に黒色顔
料を混合してあるブラックスペーサを用いるのが良い。
このようにすると、スペーサ部分からの光漏れを防止す
ることができ、画面の表示品質を損なう心配がない。
【００１６】
【実施例】以下、図面を参照して、本発明の実施例につ
いて説明する。なお、各図面は、この発明が理解できる
程度に、各構成成分の形状、大きさおよび配置関係を概
略的に示してあるに過ぎず、従って、この発明を図示例
に限定するものではない。なお、以下の説明は好適例で
あるに過ぎないので、数値的条件は例示された値に何ら
限定されない。
【００１７】図１は本発明のカラー液晶表示装置の断面
図である。ガラス基板１の表面には所望の表示パターン
を有した透明電極２が設けてある。透明電極２はスズを
不純物に含有したインジウムを酸化したＩＴＯと呼ばれ
る透明導電膜であり、所望の抵抗値が設定できる。ＩＴ
Ｏは低抵抗の半導体物質であるので、その抵抗値はシー
ト抵抗で１０Ω／□から１００Ω／□のものが最も汎用
レベルである。通常ＩＴＯはスパッタリング法や蒸着法
と呼ばれる真空製膜法で形成する。
【００１８】ガラス基板1と対向するカラーフィルタ基
板の表面には所望のパターンを有した遮光膜（ブラック
マトリックス）４と光の３原色（Ｒｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、
Ｂｌｕｅ）のカラーフィルタ（３Ｒ、３Ｇ、３Ｂ）が設
けられている。カラーフィルタ３Ｒ、３Ｇ、３Ｂは各色
の顔料を感光性高分子樹脂中に予め混合分散させた着色
感光性レジストを用いたフォトリソグラフィー法により
所望のパターンが得られる。さらに、ブラックマトリッ
クス４およびカラーフィルタ（３Ｒ、３Ｇ、３Ｂ）の表
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面の平坦性をとるため、平坦化膜５を設けている。
【００１９】本発明では、この平坦化膜５に着目した。
平坦化膜５の材料である透明性高分子樹脂に予めスペー
サ６を混合分散することによって作成された平坦化膜材
料を用いて平坦化膜５を形成する。粒径の比較的大きな
スペーサ６は、均一なセルギャップを形成して液晶層を
設けることが目的であるため、透明性高分子樹脂への配
合割合は相対的に少量で良い。重要であるのは形成され
た平坦化膜５の中にスペーサ６が残留することである。
なお、スペーサ６には遮光性を有するブラックスペーサ
（積水化学社製ＫＢＳなど）が好ましい。
【００２０】このようにスペーサを予め混合分散した透
明性高分子樹脂をスピナーやスリットダイなどの塗布機
により均一に塗布することにより、平坦化膜５の中にス
ペーサ６が固定するように形成できる。
【００２１】このようにして作成されたカラーフィルタ
基板の表面に、さらに透明電極２を設ける。この透明電
極２は前述したように通常スパッタリング法により所望
の抵抗値を得ることができる。さらに透明電極２は、フ
ォトリソグラフィー法により所望のパターンを形成す
る。
【００２２】次に、ガラス基板およびカラーフィルタ基
板の表面上に液晶８を配向させるための配向膜を形成す
る。
【００２３】次に、ガラス基板あるいはカラーフィルタ
基板のどちらかに一方にシール材７を塗布した後、両基
板を張り合わせてセル構造を形成する。一般的に、シー
ル材７は熱硬化性の樹脂を用いて熱圧着法で行う。この
ときに前述した平坦化膜５の中に同時に形成されたスペ
ーサ６が、セルギャップの大きさをコントロールする機
能を発揮して、均一なセルギャップが形成できる。
【００２４】このような本発明の構成、製造方法により
スペーサ６を散布するという独立した散布工程を省略す
ることができる。
【００２５】この後、セルギャップ中に液晶を注入する
ことにより、本発明のカラー液晶表示装置が得られる。
この液晶注入工程で従来は、スペーサ６が流され凝集し
て表示品質に悪影響を与えることがあったが、本発明で
のスペーサ６は平坦化膜５に固定化されているので凝集
することはない。
【発明の効果】本発明によれば、カラー液晶表示装置の
セルギャップ制御用スペーサをカラーフィルタ表面の平
坦化膜の中に固定的に配置することができるので、スペ
ーサが凝集することなくザラツキ感のない良好な表示品
質を得ることができる。
【００２６】よって、カラー液晶表示画面の画質の低下
を防止することができ、製品歩留まりが向上する。
【００２７】また、従来独立して存在したスペーサ散布
工程を省略できることにより製造のコストを低減するこ
とができる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のカラー液晶表示装置の断面模式図。

【図２】従来のカラー液晶表示装置の断面模式図。
【符号の説明】
１  ガラス基板
２  透明電極
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３Ｒ、３Ｇ、３Ｂ  カラーフィルタ
４  ブラックマトリックス
５  平坦化膜
６  スペーサ
７  シール材
８  液晶

【図１】 【図２】
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